
【学習の目標と学習方法】

　

4月 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
1 第０章 第７章
年 算数から数学へ（３ｈ） 第２章 第 第３章 第４章 第５章 第６章 資料の散らばり 総復習

第１章 文字と式 3 方程式 空間図形 と代表値 (１３ｈ)
（１８ｈ） 章 （１４ｈ） （２２ｈ） （１７ｈ） （18ｈ） （１０ｈ） 計１４０ｈ

4月 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
2 第５章 第７章
年 第１章 第２章 第３章 第４章 三角形と四角形 データの 総復習

連立方程式 １次関数（１９ｈ） 平行と合同（21ｈ） 確率 比較 （9ｈ）
（1２ｈ） （15ｈ） （9ｈ） （5ｈ） 計１０５ｈ

4月 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
3
年 第１章 第2章 第３章 第４章 第５章 第６章

多項式（19ｈ） 平方根 相似な図形 円(10ｈ)
(16ｈ) （15ｈ） (17h) (23ｈ) 計１４０ｈ
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比例と反比例 平面図形

数学科　担当教員：原靖之・赤尾優斗・渡辺たえ子 使用教材：　教科書、問題集

・数量や図形などについての基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得する。
・学習した知識及び技能を活用して問題を解決するために必要な数学的な思考力、判断力、表現力等を育む。
・数学のよさを知り、数学を主体的に生活や学習に生かそうとしたり、問題解決の過程を評価・改善しようとする態度を養う。

授業について
＊授業は、教科書の内容を中心に進め
   ていきます。
＊教科書、ノートは毎回必要です。ま
た、
   色ペン２本、定規も毎回持ってきてく
だ
   さい。問題集、コンパス、分度器など
は
   必要な時に教科係から連絡されま
す。
＊習熟度別少人数制の授業形態で行
い
　 ます。
＊暗記が中心ではなく、なぜそうなるの
　 か考え方や過程を大切にします。

生徒のみなさんに
＊板書をノートにしっかり写しましょう。
　 板書以外にも気付いたことをノートに
　 書くとよいでしょう。
＊発言・質問、友達との学びあいを積極
　 的に行いましょう。

家庭学習では
＊学校で習ったらすぐに同じ単元の問
　 題を解きましょう。
＊授業で分からなかった問題を再度、
    問題集などを利用してやり直しま
　　しょう。
＊宿題は、必ずやりましょう。

試験前はこのように取り組もう
＊計算練習は毎日少しずつでも行い
　 ましょう。
＊一度解いた問題を,もう一度解いて
　 みましょう。
＊教科書の問い、まとめの問題、章の
   問題はもちろん、問題集も活用し、
繰
   り返し学習を行いましょう。
＊数学の用語などは、ノートにまとめ
て
   おきましょう。
＊解けなかった問題や、わからない問
   題は先生や友達に聞いて解決して
お

評
価
観
点

思考・判断・表現知識・技能 主体的に学習に取り組む態度

・定期考査
・小テスト
・授業観察
(取り組み状況、グループ活動
への参加の様子、発表など)

・提出物
(宿題、問題集、レポート、学習
プリントなど)

・定期考査
・小テスト
・授業観察

評
価
資
料

数学的活動の楽しさや数
学のよさを実感して粘り
強く考え、数学を生活や
学習に生かそうとしたり、
問題解決の過程を振り
返って評価・改善しようし
ている。

数学を活用して事象を論
理的に考察する力、数量
や図形などの性質を見い
だし統合的・発展的に考
察する力、数学的な表現
を用いて事象を簡潔・明
瞭・的確に表現する力を
身に付けている。

・定期考査
・小テスト
・授業観察

数量や図形などについて
の基礎的な概念や原理・
法則などを理解するとと
もに、事象を数学化した
り、数学的に解釈したり、
数学的に表現・処理した
りする技能を身に付けて
いる。

𝑦 = 𝑎𝑥2


